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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラック列の片側に冷却空気と排熱空気とを区画する閉塞空間を形成するために、各ラッ
クの天井面と床面との間に設けられるラック通路閉塞装置であって、奥行方向に複数の固
着部を備え、各ラックの天井面の両側に取付けられたガイドフレームと、これらのガイド
フレームの固着部の何れかに、固定金具によって一端が支持された水平な天井パネルと、
この天井パネルの他端に連結された正面パネルとからなり、地震の振動によるラックの変
位に対応可能な制震部材が、その当接面を垂直として前記天井パネルと固定金具の双方に
固定されていることを特徴とするラック通路閉塞装置。
【請求項２】
　対向するラック列間の通路に冷却空気と排熱空気とを区画する閉塞空間を形成するため
に、各ラックの天井面を閉塞するラック通路閉塞装置であって、対向する各ラックの少な
くとも一方には奥行方向に複数の固着部を備え、天井面の両側に取付けられたガイドフレ
ームと、これらのガイドフレームの固着部の何れかに、固定金具によって少なくとも一端
が支持された水平な天井パネルとからなり、地震の振動によるラックの変位に対応可能な
制震部材が、その当接面を垂直として前記天井パネルと固定金具の双方に固定されている
ことを特徴とするラック通路閉塞装置。
【請求項３】
　ガイドフレームは内向きの張出片を備え、固定金具はこの張出片に対応する切欠を両端
部に備えたものであることを特徴とする請求項１又は２に記載のラック通路閉塞装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データセンター等において列状に配置されたラックの冷却効率を高めるため
に用いられるラックの通路閉塞装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　データセンター等においては、サーバやその付属機器を搭載した多数のラックを列状に
配置し、対向するラック列間の床面に設けられた冷気供給口からラック前面側に冷却空気
を供給し、ラックの内部を通過させてラック背面側から排熱空気として排気する冷却シス
テムが採用されている。この冷却システムにおいては、冷却効率を高めるために、互いの
ラック列の冷却空気を取り込む前面側を対向して配置した上、冷却空気と排熱空気とが混
ざらないように、ラック列の通路間を閉塞するような区画を形成することがある。そこで
、例えば特許文献１に示されるように、対向するラック列間の通路の上部に遮蔽板を架け
渡すことにより、通路内の空間を閉塞し、その上方空間と区画して空気の流動を規制して
いる。
【０００３】
　このようにラック列間の通路に冷却空気と排熱空気用とを区画するような閉塞空間を形
成すれば、多数のラックを効率よく冷却することができ、またこの通路を利用して保守点
検作業も行い易いという利点がある。
【０００４】
　ところが、実際には前述のようにラック前面側が対向して配置されるとは限らない。対
向するラック列が存在しない端部のラック列の場合や、対向するラック列の長さが異なる
場合、ラック列の前面側が互いに対向して配置されていない場合には、特許文献1のよう
にラック列間の通路に閉塞空間を形成することができない。そこで、対向するラックの有
無に関わりなくラックの片側の空間を閉塞できる構造が求められているのであるが、通路
の幅や床面の冷気供給口の配置に合わせた位置調整が可能でなければならない。また、冷
却空気の風量に応じ、ラックの片側に形成される閉塞空間の大きさ（容量）も調整可能で
あることが望まれる。
【０００５】
　一方で、地震等が生じた場合、比較的高さが高く、内部に重量のある機器が設置されて
いるラックは、その上面が床面に対して大きく変位することがある。そのため、ラックの
片側又は対向するラック列間の通路に閉塞空間を構成する部材は、前述の位置調整を行っ
た後においても、このラックの変位に対応するように移動して、ラックや部材の破損を防
止する構造であることが好ましい。
　しかし、これらの要求を満足できるものはこれまで提案されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３８３５６１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って本発明の目的は、ラック列間の通路または対向するラック列が存在しないラック
列の片側に閉塞空間を形成することができ、しかも通路幅などに対応させて位置調整が可
能であり、位置調整した後においても地震等の震動によるラックの変位に対応するように
移動して、ラックや閉塞部材の破損を防止することが可能な通路閉塞装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記の課題を解決するためになされた本発明は、ラック列の片側に冷却空気と排熱空気
とを区画する閉塞空間を形成するために、各ラックの天井面と床面との間に設けられるラ
ック通路閉塞装置であって、奥行方向に複数の固着部を備え、各ラックの天井面の両側に
取付けられたガイドフレームと、これらのガイドフレームの固着部の何れかに、固定金具
によって一端が支持された水平な天井パネルと、この天井パネルの他端に連結された正面
パネルとからなり、地震の振動によるラックの変位に対応可能な制震部材が、その当接面
を垂直として前記天井パネルと固定金具の双方に固定されていることを特徴とするもので
ある。
【０００９】
　また、上記の課題を解決するためになされた本発明は、対向するラック列間の通路に冷
却空気と排熱空気とを区画する閉塞空間を形成するために、各ラックの天井面を閉塞する
ラック通路閉塞装置であって、対向する各ラックの少なくとも一方には奥行方向に複数の
固着部を備え、天井面の両側に取付けられたガイドフレームと、これらのガイドフレーム
の固着部の何れかに、固定金具によって少なくとも一端が支持された水平な天井パネルと
からなり、地震の振動によるラックの変位に対応可能な制震部材が、その当接面を垂直と
して前記天井パネルと固定金具の双方に固定されていることを特徴とするものである。
【００１０】
　なお、ガイドフレームは内向きの張出片を備え、固定金具はこの張出片に対応する切欠
を両端部に備えたものであることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のラック通路閉塞装置は、ラックの天井面の両側に取付けられたガイドフレーム
と、水平な天井パネルと、この天井パネルの他端に連結された正面パネルとからなるもの
であり、正面パネルはラックの天井面の両側に取付けられたガイドフレームの固着部の何
れかに、固定金具と制震部材とによって一端が支持されたものであるから、対向するラッ
ク列の有無や配置状況に関わらず、その片側に閉塞空間を形成することができ、しかも床
面の冷気供給口の配置や通路幅に対応させて天井パネルの奥行方向の固定位置を変更可能
としながら、制震部材により天井パネル及び正面パネルの制震機能を合わせ持つものであ
る。
【００１２】
　また、対向するラック列間に冷却空気と排熱空気とを区画する閉塞空間を形成するため
に、各ラックの天井面を閉塞するラック通路閉塞装置においては、対向する各ラックの少
なくとも一方には奥行方向に複数の固着部を備え、天井面の両側に取付けられたガイドフ
レームと、これらのガイドフレームの固着部の何れかに、固定金具と制震部材とによって
少なくとも一端が支持された水平な天井パネルからなるものであるから、通路幅などに対
応させて天井パネルの奥行方向の固定位置を変更可能としながら、制震部材により天井パ
ネルの制震機能を合わせ持つものである。
【００１３】
　さらに請求項３のようにガイドフレームは内向きの張出片を備え、固定金具はこの張出
片に対応する切欠を両端部に備えたものとしておけば、ガイドフレームに天井パネルを確
実に保持させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態を示す斜視図である。
【図２】天井パネルの位置を変えた状態を示す斜視図である。
【図３】天井パネルの固定部を示す斜視図である。
【図４】天井パネルの固定部を示す斜視図である。
【図５】固定金具と制震部材とを示す斜視図である。
【図６】天井パネルの固定部を示す断面図である。
【図７】天井パネルと正面パネルの連結部を示す斜視図である。
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【図８】天井パネルと正面パネルの連結部を示す斜視図である。
【図９】正面パネルの下端部を示す斜視図である。
【図１０】正面パネルの下端部を示す裏面斜視図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に本発明の第１の実施形態を説明する。
　図１はラック１の片側に閉塞空間を形成した状態を示す斜視図である。図面では単一の
ラック１のみを示しているが、実際にはラック１は左右方向に密接配置されてラック列を
構成し、以下に説明するラック通路閉塞装置も左右方向に密接配置されて左右方向に連続
する閉塞空間を形成するものである。また２は通路の床面であり、床下から供給される冷
却空気の供給口が配設されている（不図示）。
【００１６】
　本発明のラック通路閉塞装置は、ラック１の天井面３の両側に取付けられたガイドフレ
ーム４と、水平な天井パネル５と、この天井パネル５の他端に連結された正面パネル６と
からなるものである。天井パネル５はポリカーボネート樹脂等の透明板をアルミニウム等
の金属枠７で囲って形成されたもので、透明としたのは内部が暗くなることを防止するた
めである。
【００１７】
　ラック１の天井面の左右両側には、奥行方向に延びるガイドフレーム４が設けられてい
る。図３、図４に示すようにガイドフレーム４は断面がコ字状であり、上部に内向きの張
出片９を備えている。この張出片９には奥行方向に一定ピッチで複数の固着部１０が形成
されている。この実施形態では固着部１０は固定孔であり、その上面に図５に示す固定金
具１１の固着穴１８をねじ止めすることができるようになっている。このような構造によ
り、固定金具１１はガイドフレーム４に対する取付け位置をラック１の奥行方向で段階的
に変更することができるようになっている。
　なお、固定穴１０はラック１の奥行き方向に延びる一連の長孔とすれば固定金具１１の
取付け位置の自由度を高めることができる。
【００１８】
　固定金具１１は図５に示されるように後部垂直面１２と、逆Ｕ字状の上面１３と、前部
の水平脚部１４とからなるもので、後部垂直面１２には上方に突出する２枚の制震部材１
５がねじ止めされている。制震部材１５は硬質ゴム板等からなる。また後部垂直面１２の
左右両端部には、水平な切欠１６が形成されている。図３、図４に示されるように、これ
らの切欠１６にガイドフレーム４の内向きの張出片９が嵌まり込み、固定金具１１を奥行
方向にスライドさせる際のガイドとなっている。すなわち、固定金具１１の取付位置を変
更する時に固定金具１１に接続された天井パネル５が左右にずれてガイドフレーム４より
脱落することがない。なお、後部垂直面１２の先端に形成した支持脚部１７はラック１の
天井面３に接触し、固定金具１１を安定に保持している。
【００１９】
　天井パネル５の一端は、図４に示すように固定金具１１の上面１３に載せられ、制震部
材１５にねじ止めされている。このように天井パネル５の一端を制震部材１５を介して固
定金具１１に取り付けることにより、地震等の震動によるラック１の変位に対応して、天
井パネル５及び正面パネル６とが柔軟に移動することができるようになり、ラックや閉塞
部材の破損を防止することが可能な機能を備えることができる。
【００２０】
　以上の構成により、天井パネル５の一端はラック１の天井面３に固定されるが、図１、
図２に示すようにその固定位置をラック１の奥行方向で変更することができるので、ラッ
ク１の天井面３からの天井パネル５の突出量を通路幅などに対応して自由に設定すること
ができる。
　また、制震部材１５を備えた固定金具１１の位置を変更可能としたため、天井パネル５
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の奥行方向の固定位置を変更可能としながら、制震部材１５により、地震等の震動による
ラック１の変位に対応して、天井パネル５及び正面パネル６が柔軟に移動することができ
、ラックや閉塞部材の破損を防止することが可能な制震機能を合わせ持つものである。
【００２１】
　この天井パネル５の他端には、正面パネル６が角度調整可能に連結されている。正面パ
ネル６も天井パネル５と同様にポリカーボネート樹脂等の透明板をアルミニウム等の金属
枠８で囲って形成されていて、天井パネル５の金属枠７と正面パネル６の金属枠８とはヒ
ンジで結合され、角度を自在に調整可能な構造となっている。
　図７に示すように正面パネル６の上側コーナー部には２つの長穴２４を備えた円弧状板
２１が固定されている。また天井パネル５のコーナー部には、図８に示されるような三角
板２２が固定されている。図８に示すようにこれらの円弧状板２１と三角板２２とを重ね
合わせて２本のボルト２３により止めれば、天井パネル５に対する正面パネル６の角度を
長穴の範囲で調整することができる。このように正面パネル６の角度を可変としたのは、
床面２の冷却空気の供給口に対応させて正面パネル６の下端位置を変更可能とするためで
ある。
【００２２】
　図９～図１０に示すように、この実施形態においては、正面パネル６の下端にスライド
可能な閉塞部材３０が設けられている。この閉塞部材３０は硬質ゴム板からなる遮蔽部材
３１と、この遮蔽部材３１を正面パネル６の下端にスライド可能に取り付けるスライド部
材３２とからなる。スライド部材３２は図１０に示されるように正面パネル６の金属枠８
の裏側の縦溝３３にナットをスライド自在に挿入しボルトにより固定されるもので、ボル
トを緩めることにより上下方向にスライド可能である。なお、スライド部材３２の下端部
にキャスター３４を取付けることができる。これにより正面パネル６の下端を通路２の床
面に密着させることができるとともに、ラック通路閉塞装置の移動が容易になる。
【００２３】
　このように構成された本発明のラック通路閉塞装置は、図１に示すようにラック１から
の天井パネル５の突出量を大きくしたり、あるいは図２に示すようにラック１からの天井
パネル５の突出量を小さくしたりして使用することができる。このため大きさの異なる天
井パネル５を作成しなくても、正面パネル６の下端位置を通路の幅や床面２の冷却空気の
供給口の配置に対応させて自由に設定することができる。これによりラック列の片側に閉
塞空間を形成することができるので、対向するラック列が存在しない端部のラック列の場
合や、ラック列の前面側が互いに対向して配置されていない場合にも、冷却空気と排熱空
気とを区画するような閉塞空間を形成することができ、冷却効率を高めることが可能とな
る。また天井パネル５はラック１の天井面３の上方に水平に保持されているので、ラック
１の扉を開閉する際の障害となることはない。
【００２４】
　次に本発明の第２の実施形態を説明する。
　図１１は対向するラック列間の通路に閉塞空間を形成した状態を示す斜視図である。第
１の実施形態と同様に、実際にはラック１は左右方向に密接配置されてラック列を構成し
、ラック通路閉塞装置も左右方向に密接配置されて左右方向に連続する閉塞空間を形成す
るものである。
【００２５】
　本実施形態のラック通路閉塞装置は、対向するラック１の双方の天井面３の両側に取付
けられたガイドフレーム４と、固定金具１１と、水平な天井パネル５とからなるものであ
る。
　ガイドフレーム４は第１の実施形態と同様に断面がコ字状であり、上部に形成した内向
きの張出片９には奥行方向に一定ピッチで複数の固着部１０が形成されていて、その上面
に固定金具１１の固着穴１８をねじ止めすることができるようになっている。
【００２６】
　天井パネル５は、その両端が固定金具１１の上面１３に載せられ、制震部材１５にねじ
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取り付けることにより、地震等の震動によるラック１の変位に対応して天井パネル５が柔
軟に移動することができる。
　すなわち、天井パネル５の奥行方向の固定位置をラックの通路間の幅に合わせて変更可
能としながら、制震部材１５により、地震等の震動によるラック１の変位に対応して、天
井パネル５が柔軟に移動することができ、ラックや閉塞部材の破損を防止することが可能
な制震機能を合わせ持つものである。
【００２７】
　なお、上記実施形態では天井パネル５は、その両端が固定金具１１の上面１３に載せら
れ、制震部材１５にねじ止めされている構造としたが、対向するラック１の一方にのみに
ガイドフレーム４が設けられ、固定金具１１と制震部材１５とによって天井パネル５の一
端を支持し、他端は固定金具１１等の上に載せただけの構造としても良い。
【符号の説明】
【００２８】
　１　ラック
　２　床面
　３　天井面
　４　ガイドフレーム
　５　天井パネル
　６　正面パネル
　７　金属枠
　８　金属枠
　９　張出片
１０　固着部
１１　固定金具
１２　後部垂直面
１３　上面
１４　水平脚部
１５　制震部材
１６　切欠
１７　支持脚部
１８　固着穴
２１　円弧状板
２２　三角板
２３　ボルト
２４　長穴
３０　閉塞部材
３１　遮蔽部材
３２　スライド部材
３３　縦溝
３４　キャスター
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